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ゴクローサン  

 

皆様、日頃は格別のご愛顧を賜りまして誠にありがとうございます。 

心より感謝を申し上げます。 

 

人間の身体は、約 30兆個の細胞で形成され、 

体内に生息する細菌は 100兆個に及ぶそうです。 

それらはそれぞれが上手く役割を果たし、共存しているようです。 

 

全世界の人口よりも多い細菌が、私の身体の中では上手く助け合って生きている。 

そう考えると、競争して勝つことが、会社で言えば他社よりも儲けることが善である 

という考えが、私の中で少し変わってきた。 

 

公益資本主義という考え方があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな会社の在り方が、これからの社会では必要なのではないでしょうか。 

竹原和行 

                                      

                            

 

 

                                            



    

 

 

  

相手とのコミュニケーションをより良く取るための方法、 

意思疎通の深さをはかる心理学の実験の話です。 

「会話ができる。互いの顔も見える」…A 

「会話ができる。互いの顔は見えない」…B 

「会話はできない。互いの顔を見ながら文書交換ができる」…C 

その結果、最も成績が悪いのは Bであり、A と Cには違いが見られませんでした。  

つまり、お互いの意思疎通では、相手の顔を見ながらコミュニケーションを取ること

が、何より大切であることを教えています。 

最近は、携帯電話、メール、SNS等の発達で手軽にコミュニケーションが取れてし

まいます。あえて会いに行って、顔を突き合わせて話をすることが少なくなったように

思えます。「目は口ほどにものをいう」ということわざもあります。                    

今後は、伝えたい大事なことがある時は電話ですませず、相手に会って、顔を見て

話しすることを実践していこうと心に誓った次第です。 

 

社長 竹原正和 

 

 

 

                     

 

                                   



 

  
  今年も 10年に一度の寒波と大雪警報を何度か体験いたしました。 

最近の天気予報は高確率で的中しますし、スマホ画面の位置情報から「あと何分後に

雨がやみます」とか「間もなく雪が降ります」等々‥ 私たちは起床してから就寝するま

での時間、どれだけの様々な情報を処理しているのでしょう。 

 これだけ便利で豊かなはずの世の中なのに、ニュースでは戦争や災害、凶悪犯罪、 

詐欺など目や耳を覆いたくなるような情報ばかりです。 

 本当の「豊かさ」って何なのかなと考えると、私たち日本人が大事にしてきた 

「もったいない」「おかげさま」「おたがいさま」の文化ではないでしょうか。 

その大事に守ってきた文化を忘れてしまったのか、軽薄に考えてしまっているのか、 

連日のように信じられない情報がスマホ画面で踊っています。 

  

 最近、「もう使わないから」とスマートウォッチをいただき、ウキウキしている自分が 

いて便利さを追求すると限りがないものだと感じている次第です。 

 人生に限りがあるように、万物にも限りがあります。スマートウォッチをどこまで使い 

こなせるのか、壊れないのか未知ですが、便利なものを使いたい昭和世代の新人類 

にとっては子供の頃に夢見た商品なのです。まさか、実物になるとは・・・。 

 

 明日までの命だと思って生きなさい 

 永遠に続く命だと思って学びなさい 

 

 最近、勉強した言葉です。                      

 

池上 則和 

                                      

 

                                          

     

                                           

 

 

 

 

           



 

 日増しに春らしくなって参りましたが、皆様お元気でしょうか？  

日頃よりご愛顧いただき誠に有難うございます。 

さて、今年も 3月に入り弊社の【５９６３引越センター】も一気に繁忙期となり、 

社内はとても活気づいております。そんな中で、今年は例年とは違うなぁ！と思うこと 

がありました。それは引越の見積りの依頼が、例年と比べ約１ケ月ほど早くなった 

ということです。 

引越繁忙期なると、引越を希望する日に引越業者が見つからない・引越料金が 

通常の 2倍、3倍と高騰し、引越をしたくても引越できないという「引越難民」が 

話題となりましたが、今年はさらに増えると言われています。 

そうならない為の対応策として、早めの引越業者を確保、一社でも多くの見積り依頼を

するということで、見積もり依頼が早くなっているようです。 

おかげさまで、弊社では今期もたくさんの引越を受注させて頂いておりますが、 

その一方で、どうしても日程の調整がつかずにお断りさせて頂く場合も多々あります。 

その方々には大変申し訳なく思っております。 

今期も弊社引越スタッフは、【明るく、楽しく、元気よく】をモットーに、 

常にお客様の立場になり、心のこもったサービスで感動を与えるような 

引越作業を心掛け日々頑張ってまいります。 

 

大𣘺 哲夫            

 

 

 

 

                    

 

                         

 



 

  
 日増しに春めいてくる今日このごろ、皆様におかれましては益々ご活躍のことと存じます。 

２０度にならんとする日があったかと思うと、雪予想の日が来たりと寒暖の差についていけ

ず、体調を崩しがちな今日この頃です。 

 幼いころから「姿勢を正しなさい」と言われたものです。姿勢が悪いと目が悪くなったり、

肩や腰の痛みになったり、体の不調につながります。また、人に与える印象が悪くなったりも

します。 

 コロナ禍で「姿勢」にどのような変化があったかについての意識調査を行ったある結果を

拝見しました。それによると、半数以上の人が「体を動かす時間が減ったことで、姿勢が悪

くなった」と回答したとのことです。それにより体の不調を感じる人の割合も約２倍だったそ

うです。姿勢が悪いと胃腸障害や肺機能の低下につながるとの医師の見解もあり、さらに

はネガティブな感情を増幅し、それがうつ病を引き起こす原因にもなると指摘されていま

す。 

 逆に言えば、姿勢を正しくすることで体調を整えることが出来、さらには何事にも前向きに

取り組める、人にもいい印象を与えることが出来るということです。 

 誰からも注意してもらえない歳になったからこそ、 

自分で意識して姿勢を正していきたいと思います。 

 

  景山恒司                                           

                                                            

     

                                                         
  いつもお世話になりありがとうございます。 

２月には１０年に一度の寒波が２度もやって来て、長期間居座ったこともあり交通機関等で 

予防的通行止めが広範囲で行われました。 

 福井から中京方面に通る道路が通行止めになる際は、タイミングが良かったので（出発前

に報道やお知らせが届きました。）中京方面への運行を変更することが出来ました。 

石川県方面が通行止めにならなかったこともあり対策がとれました。 

荷物の安定配送と乗務員の安全確保の両立のためには、刻々と変わる状況に応じて配送ル

ートを選定しなければいけません。 

荷主様のご理解を頂き、変更対応してくださったことに心より感謝いたします。 

               

  辻川 伸吾                                               

  

 

                                             



最近、自分が歳をとったなと思うような年齢になってきました。 

今まで出来ていたことがスムーズにできなくなったり、物忘れが多くなったり・・・。 

３０代、４０代、５０代、６０代それぞれにそれぞれの代でそう感じるとは思うのですが、 

歳を取るたびに出来ることが少なくなるような気がします。 

しかし、歳を「取る」というより歳を「重ねる」ごとに見える景色、感情だったり、 

知識や経験は増えていると思います。考え方ひとつかもしれませんが、 

年齢に負けず豊かな人生を歩んでいきたいと思う今日この頃です。  

谷口 学 

                               

 

 

                              

     

                                                       

                                   

                       

 

 

 

 

  

  桜咲く暖かな頃になりましたいかがお過ごしでしょうか 

4月といえばお花見、満開な時期はわりと短いですが、 

見てるいだけで癒されます、 

ライトアップしている夜桜も風情が出てまた良いです、 

春を感じるイベントだなと思います。 

花粉症で悩まされている私、 

今年は富山県の高岡古城公園の桜を見に行こうと思います。 

 

越 邦治                                   

                                              

                                                                                    

                                        

 

 

                          



  
  

 

 

 

 

 

 

初対面の方にする話題について 

会社内での初対面、お客様との初対面さまざまなロケーションでの会話があると思います。 

でも堅苦しいだけの営業トークだけでは、話が長続きしません。 

皆さんは、どうでしょうか？ 困ったことなど 話が行き詰まることなどありませんか？ 

この時期は 3月で春が目の前ですが季節の話題でもいかがですか？ 

西日本、北陸、関東での雪による障害や桜も早いところでは開花する頃です。 

お相手の住んで居る所、出身地など聞いてみるのも話題作りのきっかけです。 

趣味等、近況ニュースでの話題もあると思います。 

好きな食べ物や遊びに行くところなど少しのネタで話が進む事もあるかと思います。 

話し上手な人もいれば口下手な人もいると思いますが少しでもネタを持っていれば 

役に立つかと思います。    南 浩一 

 

 

 

 

 

 

                  



  
 いつもお世話になっております。寒い冬が終わり、やっと春が訪れます。 

3月 2日に主人と数年ぶりに福井鉄道に乗り、福井駅近くのにぎわい交流施設ハピテラスの

方へ出かけました。（牡蛎を食べに） 

 いつもなら自分で運転し目的地に行くのですが、主人がどうしても電車で行きたいというので

内心面倒くさいなと思いながらも、本当に久しぶりで切符を買うにも戸惑い、また沢山の人が利

用されているのにもびっくりしました。 

各駅停車でのんびりと窓を眺めていると、あれ？と思う風景、全く見たこともない建物が多く、

とても新鮮な気持ちになり電車もいいなと改めて感じました。 

私が小学生の頃（50年前ぐらい(笑)）九州へ寝台列車に乗り家族で旅行した楽しい思い

出があります。なかなか電車に乗って遠出する機会はありませんが、今度息子の所へ行く時は

北陸新幹線を利用したいと思います。 

皆様も暖かくなって来ましたので、 

ぜひ出掛けてみてリフレッシュして下さい。 

 

𠮷川 佳代                                 

                       

                      

                                         

 

                                                                                                                                                                           

 いつもお世話になりありがとうございます。 

長かった冬がやっと終わり、暖かい日が増えてきましたね。 

すでに桜の開花が待ち遠しい今日この頃です。 

お花見シーズンになると近所の西山公園は大混雑なのですが、 

鯖江市の市木である桜並木は圧巻で、毎年楽しみにしています。 

桜が散ったあとは市花であるつつじが咲き乱れ、こちらもまた壮観です。 

そうして季節の変わり目を楽しんでいるうちに、あっという間に時間が経ってしまう・・・！と

今これを打ちながら思いました       

今年も一日一日を大切に過ごしていきたいです。     

                                                                                                        

足田翔子                  

 

 

                                                

 

 

                                           


